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飛騨屋地区は山野地域のほぼ中央に位置し、旧福野往来（現県道井波福野線）沿いを中心に広が

っています。大正から昭和中期まで、山野村の公的機関や農協があり、また以前には住民の生活必需品を

商う商店や鍛冶屋、居酒屋、旅館まであり、山野地域の中心市街を形成していました。また、飛騨屋の地

名ですが、織田信長や佐々成政らの戦国時代、井波の瑞泉寺を頼って逃れてきた八尾聞名寺衆がかくま

われたことに由来すると伝聞されており、史実に顕れるのは天正 13年（1585）です。 

現在の当地区は往時の賑わいはなく、７０世帯 2２５名の住民が暮らす静かな田園地区であり、平成

以降は新しい住民も増えています。（自治会の加入戸数は６５戸です。） 

なお、飛騨屋草創期からの生き証人として、飛騨屋神明宮境内に南砺市天然記念物として皀（サイカ

チ）の木がいまなお生々隆々としてこの地区を見守っています。 

春季、秋季獅子舞奉納の神明宮例大祭や用排水路清掃の江浚い※注、６月の惣報恩講、環境保全

活動の景観植物の植栽、7月下旬の納涼祭など住民の皆さん総出で実施しています。 

  

 

 
  

ひだや 

飛騨屋 
人口：２２５人（令和７年２月末現在） 
 

７０世帯 ８班 

集落の特徴 

※注）江浚い → P9 コラム 

山野交流センター 
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宮委員会 自　治　会

副委員長 副 会 長

委　員 幹　　事

各班代表 １班 ２班 ３班 ４班 ５班 ６班 ７班 ８班 宮委員会

副委員長

氏 子 会員 会員 会員 会員 会員 会員 会員 会員

１～８班 １班 ２班 ３班 ４班 ５班 ６班 ７班 ８班

宮総代

庶 務 会 計

監 事

委 員 長 会　長 （役員会）

 
 

 

 

             （単位：円/戸） 

 

費用名 金額(年間) 主な使途 集金時期・方法 

自治会費 18,000 円 
自治会の運営にかかる費用（自治会活動、公民館・神

明宮の維持管理等） 

５月､９月､１２月 

口座引落 

募金 1,570 円 
更生保護募金、井波招魂社奉賛金、日本赤十字社費、

南砺市社協会費、赤い羽根共同募金、緑の羽根募金 

募金協力者分を自

治会費の中から支出 

山 野 地 域
づ く り協議
会会費 

2,600 円 
 会員口座より引き落

とし、協議会へ振込 

交通安全 

協会賛助金 
 交通安全協議会の活動 

担当者が個別に 

お願いに回る 

・自治会員以外の飛騨屋地内に土地を所有する方に自治会基準による負担金を依頼しています。 

・新たに飛騨屋に土地を購入し住われる方に、公民館建設費の負担金として 10 万円の納入を条件としています。 
  

役員名 役 割 任期・決め方 

会長 
宮委員会委員長・獅子舞保存会名誉会長・環境保全委員会長

を兼務 
２年・選考委員会 

副会長 行政推進員を担当 ２年・選考委員会 

庶務（１名） 文書作成 ２年・選考委員会 

会計（１名） 会計事務 ２年・選考委員会 

幹事（８名） 班の取りまとめ、広報等の配布、宮委員を兼務 ２年・各班より選出 

宮委員会副委員長 幹事を兼務 ２年・選考委員会 

監事（２名） 自治会・宮委員会の監査を兼務 ２年・選考委員会 

自治会の組織図 

役員の役割・決め方・任期 

●自治会の組織図 

●役員の決め方  ●自治会費 

自 治 会 費 

 

 
飛騨屋 
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●飛騨屋惣報恩講 

個別団体ごとに行ってきた報恩講を平成１５年から自治

会、恵比須会、壮年会、青友会、自治会女性部、東派

惣連中が実

行委員会を

構成し報恩

講・追悼法

要を勤修し

ています。 

 

●納涼祭 

自治会員の交流づくりの一環として行っています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

●環境保全活動 フラワーロード花の植栽 
 自治会員が花を植え付け、恵比須会が潅水・除草

管理を行いフラワーロードを設置しています。 
 
 

年間の主な地域活動 活動月 

 自治会総会 1 月 

 江浚い※注 3 月 

 飛騨屋環境保全委員会総会 5 月 

 惣報恩講 6 月 

 花植栽活動 6 月 

 納涼祭 7 月 

 ラジオ体操 7・8 月 

 地蔵祭り 8 月 

  神明宮境内清掃 3・7・8・10 月 

 

  

組織名 対象者 

(年齢等) 

活動内容 

飛騨屋恵比須会 

（老人クラブ） 
数えで 60 歳以上 

親 睦 会 、 墓

地・道路清掃 

飛騨屋壮年会 
数えで 42 歳～63 歳の

加入希望者 
親睦会 

飛騨屋青友会 

（青年会） 

社会人で数え 41 歳までの

加入希望者。 

親睦会、地蔵

祭り、秋季大

祭時の旗立て 

飛騨屋育成会 
中学生以下の子供、親

のうち加入希望者 
ラジオ体操 

飛騨屋母親クラブ 
中学生以下の子供、親

のうち加入希望者 
ラジオ体操 

飛騨屋東部 

生産組合 

飛騨屋東部の 

農地所有者 

農業に関する

とりまとめ 

飛騨屋西部 

生産組合 

飛騨屋西部の 

農地所有者 

農業に関する

とりまとめ 

飛騨屋営農組合 
飛騨屋地区の農業者の

うち組合加入希望者 

農 業 機 械 の

共同利用 

飛騨屋 

環境保全委員会 

飛騨屋自治会員 

飛騨屋地番の水田を所

有する地区外の農業者 

水 田 、 農 道 、

用水等の保全 

 
●獅子舞 

昔は青友会で行っていましたが、平成５年から

自治会、壮年会、青友会、育成会、恵比須会

の代表で獅子舞保存会を構成し、獅子舞の運

営に当たっています。 

 
 

各種団体の活動 

●年間の事業内容 

●各種団体の活動 

 

 
飛騨屋 

※注）江浚い → P9 コラム 

行事によってルールの確認が必要です。 
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【石像】 

・観音菩薩像（獅子地蔵と呼称・圓光寺前） 

・不動明王像（県道井波福野線と農免道路の交差点付近） 

・聖徳太子像（県道井波福野線と農免道路の交差点付近） 

【石碑】   ・戦没者慰霊碑（圓光寺前） 

【寺子屋碑】 ・寺子屋碑（故齊藤越郎宅跡）

【樹木】   ・「皀」の古木（市文化財指定・ 

飛騨屋神明宮境内） 
 

その他の文化財等 

●集落の公民館  ●神社  

●見どころ等 

不 動 尊 

 

農免道路と県道井波-福野線の交差点に不動明王像

と聖徳太子像がまつられ、8月16日にお参りされています。 

飛騨屋の皀（サイカチ） 

 
神明宮境内には、推定樹齢 500 年近い南砺市

指定文化財の皀の木が保全管理されています。 

飛騨屋神明宮・飛騨屋公民館 

《いわれ》 

・戦国時代に飛騨屋村が開かれたと同時に、現在地

に鎮座されたものと思われます。 

・宮司は小矢部市水島、水島神明宮の長谷川宮司 

・明治 27 年に拝殿・弊殿、明治 43 年に本殿が建築

されました。 

《役員》 氏子総代※注 5 名 

任期：特になし（年配者から順次依頼） 

自治会庶務、会計、理事･宮委員 10 名が 2 人組で

5 回の祭礼時に神明宮内の清掃、神饌の準備･飾り

付けを担当 

 

飛騨屋神明宮（飛騨屋 1番地） 

 

 

 

 

 

飛騨屋公民館（飛騨屋 1番地） 

《お祭り》 

・初参り 1 月 1 日  

・新年祭 成人の日 新年安泰祈願、身祝い、厄払い 

・鎮火祭 2 月 11 日 火伏せ祈願  

・春季大祭 3 月 26 日 五穀豊穣祈願 

・大祓い 7 月 10 日 水祭り  

・秋季大祭 10 月第 2 日曜日 収穫感謝、獅子舞奉納 

・神明宮清掃 12 月31日 清掃及び新年飾り付け 

 

 

 
飛騨屋 

※注）氏子（ウジコ）→ P39 コラム 


